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って生ずるものであろう．なお，室内に家具類を配置する

と鳴き龍現象は認められなくなるし，またオクターブ帯騒

音を用いて測定した残響波形は滑らかである．この室の平

均残響時間は約 1.5 秒である．

  第8・56 図は日比谷公会堂の残響特性を示している．こ

の講堂は昭和初期に作られた大型の講堂として代表的なも

のであろう．

  第8・67 図は最近完成した NHK ホールの特性である．

このホールは最近のわが国の室内音姿技術の水準を示す一

つの例である．

  次に，英国の London に建造された Royal Festival

Hall の特性を示しておく．このホールは第二次世界大戦

後，英国の技術者が総合的に研究して1951 年 3 月に完成

した大型の音楽堂で，英国の音響設計技術の水準を示す作

品である．その音響特性についての批判は賛否区々である

が，室内音響設計の資料として貴重な記録を残したことは

認められている．よってその概要を紹介しておく．

  第8・58図には RoyaI FestivaI Hall の形状および諸

定数を示す．第8・59 図は建造中の色々の時期の残響特性

を示している．第8・7表は完成して試聴音楽会を催した時

（１） P.M.PARKIN,W.A.ALLEN.H.J.PURKIS and W.E．SCHOLES: "The Acoustics of the
Royal Festival Hall，]London" Acoustica，Vol.3, p.1，1953.
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床面積 容積
壁面と天井は図面のような構造，
床面はコンクリートリノリウム張り，
平均残響時間
第 ・ 図 平行壁面を有する短形室の

残響波形の例．
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第 ・ 図 ホールの客席時の残響特性（ 点の平均）． （ 技研測定）8 57 NHK 5 NHK
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合唱 一階後部の両側
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一階後部 二階後部

二階 合計
両側のバルコニー
ボックス
第 ・ 図 の形状．
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の残響特性である．試聴会を何度も行いながら順次に修正し，完成したときの特性は第8・60 図およ

び第 8・8表のようになっている．なお，残響時間測定に使用する音源にピストル音，オーケストラ音

および震音を用いて比較測定した結果が第8・9表に示されている．また座席の椅子1 席あたりの吸音

力を残響室で測定した値が第 8・61 図に示されている．

  ピストル音による残響波形の凹凸を        間隔で平均した形は第8・62図に示される通り，

かなりの凹凸を有している．これは最後の試聴演奏会のときに測定されたものである．また定常状態

－696－

第 ・ 図 完成した の残響特性．8 60 Royal Festival Hall

Ⅰ：（ 年 月）構造体壁と屋根が完成．天井に足場板あり，床板なし．
Ⅱ：（ 年 月） 天井，床板，木毛板の天井の縁が完成，天井の下に足場板あり．
Ⅲ：（ 年 月） 側壁の楡板張りとコペンハーゲン吸音体が完成，足場除去，側

壁と後壁には帯状板で覆われた岩綿が配置されている．
Ⅳ：（ 年 月） 座席用椅子を除き完成．

第 ・ 図 の建設中の各段階における残響特性．
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8 59 Royal  Festival  Hall   

第 ・ 表 試聴演奏会のときの残響時間，測定位置 ．8 7 A
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の音圧分布特性は第 8・63 図に示す通りである．

  このホール内の暗騒音レベルは         程度であるといわれ，ホールのすぐ近くを通っている

地下鉄道や高架鉄道の発生する騒音を完全に遮断し得たと報告されている．

  このホールの試聴会の後の批判の中には，非常に満足している声も多数あるが，一方には音が明瞭

でよく澄んでいるけれども，もっと充実したひびきあるいは共鳴感がほしいとの声もあると報告され
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第 ・ 表 完成した の残響特性．8 8 Royal Festival  Hall   

第 ・ 表 音源を色々に変えて残響特性を比較測定した例．8 9

第 ・ 図 椅子１個の吸音力（残響法）．8 61
第 ・ 図 測定点 および における

過渡波形の 間隔の平均値．
8 62
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